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60 億
1,300万円

歳入

町税
16億 9,801 万円

地方交付税
18億 6,500 万円

県支出金
4億 1,260 万円

町債
６億 8,070 万円

国庫支出金
６億 5,812 万円

その他
6億 9,857 万円

60 億
1,300万円

歳出
民生費
18億 3,866 万円

公債費
６億 8,811 万円 総務費

10億 969万円
土木費
7億 4,346 万円

教育費
４億 8,489 万円

その他
５億 579万円

衛生費
４億 7,709 万円

消防費
２億 6,531 万円

会 計 名 平成 30 年度当初 前年度当初 増 減 額
一 般 会 計 60 億 1,300 万　　円 59 億　200 万　　円 １億 1,100 万　　円
国民健康保険特別会計 19 億 3,126 万　　円 22 億 8,608 万２千円 △３億 5,482 万２千円
下 水 道 事 業 特 別 会 計 ８億 9,187 万　　円 ８億 9,267 万　　円 △　80 万　　円
介 護 保 険 特 別 会 計 16 億 8,476 万５千円 15 億 2,297 万６千円 １億 6,178 万９千円
後期高齢者医療特別会計  ２億 8,588 万３千円 ２億 5,584 万１千円 3,004 万２千円

計 108 億　677 万８千円 108 億 5,956 万９千円 △　5,279 万１千円

●各会計予算額

歳入の状況	 	 	 	 	
○町税は、法人町民税の増収が見込まれることから、前
年度比918万円の増額（0.5％増）を見込んでいます。
○国庫支出金は、臨時福祉給付金事業費、尾津漁港海
岸保全事業費の減などにより、前年度比7,405万円
の減額（10.1％減）となっています。
○町債は、庁舎耐震補強等事業費の増などにより、前
年度比1億7,090万円の増額（33.5％増）です。
●一般財源の全体額（42億4,989万円）は前年度に比
べ1,950万円減額となり、構成比率（70.7％）も減
となっています。

平成30年度 60億1,300万円
  平成30年度当初予算が決まりました。町全体の予算総
額は108億円で、うち一般会計当初予算額が60億1,300
万円となりました。前年度の当初予算額59億200万円
に比べ、１億1,100万円の増額（1.9％増）です。

※一般財源…財源の使途が特定されず、どのような経費
　　　　　　にも使用することができるもの
　　　　　　（例）町税、地方譲与税、地方交付税など

歳出の状況	 	
○総務費は、庁舎耐震補強等事業費の増により、前年
度比２億8,391万円の増額（39.1％増）です。
○農林水産業費は、新規事業の海岸堤防老朽化対策事
業（漁港）などにより、前年度比1,799万円の増額
（5.7％増）となっています。
○民生費は、臨時福祉給付金事業費の減などにより、
前年度比5,661万円の減額（3.0％減）となってい
ます。

予算の概要
一般会計
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基金の状況

町債の年度末残高
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金
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●基金の状況および

　町債の年度末残高

１ 安全・安心なまち
◇庁舎耐震補強・改修等事業【新規】	 342,360千円
◇尾津漁港海岸保全事業	 27,366千円
◇海岸堤防老朽化対策事業（漁港）【新規】	 19,127千円
◇海岸堤防老朽化対策事業（港湾）	  4,800千円

２ 健やかで思いやりのあるまち
◆国民健康保険事業の適正な運営	 1,931,260千円
◆介護サービスの充実	 1,530,290千円
◆保育所の運営・サービス	 324,420千円
◆介護予防・日常生活支援総合事業	 55,727千円

３ 豊かで活力のあるまち
◇尾津漁港機能保全事業【新規】	 61,185千円
◇農業水利施設整備事業	 38,100千円
◇マイナンバー制度事業	 24,382千円
◇小行司特産加工センター周辺整備	 23,937千円

４ 快適な生活環境のまち
◆麻郷団地外壁等改修事業【新規】	 48,331千円
◆親元近居・子育て世帯住宅取得の支援	 2,575千円

５ 元気で心豊かな人が育つまち
◇重要文化財の保護	 46,591千円
◇外国語教育の推進	 5,592千円

6 計画の推進に向けて
◆地域おこし協力隊事業	 7,608千円
◆田布施倶楽部事業	 981千円

平成30年度の主要事業 第５次田布施町総合計画の６つの基本目標に沿って、
30年度の主な事業を紹介します。
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平成 30年４月から
児童扶養手当額・特別児童扶養手当額が 0.5％引き上げとなります

　平成 29 年全国消費者物価指数の変動率に基づき、平成 30 年度から、児童扶養手当額・特別児童扶養手
当額が 0.5％引き上げとなります。
　このため、平成 30 年８月期の支払い（平成 30 年４月分～７月分）から、改定後の月額となります。

平成 29 年度まで 平成 30 年４月～

本体額
全部支給 42,290 円 42,500 円
一部支給 42,280 円～ 9,980 円 42,490 円～ 10,030 円

第２子加算額
全部支給 9,990 円 10,040 円
一部支給 9,980 円～ 5,000 円 10,030 円～ 5,020 円

第３子以降加算額
全部支給 5,990 円 6,020 円
一部支給 5,980 円～ 3,000 円 6,010 円～ 3,010 円

平成 29 年度 平成 30 年度

特別児童扶養手当
１級 51,450 円 51,700 円
２級 34,270 円 34,430 円

◇児童扶養手当月額

◇特別児童扶養手当月額

問町民福祉課 児童係　☎ 52-5810

◇内容
　麻郷・麻里府地域の海岸沿いは、津波や高潮といった災害による被害の発生が予想されています。この
防災センターは、田布施南地域の災害時の避難所としての機能を持つとともに、あらかじめ予想できる
台風などの災害の一次避難所としても活用されます。また、消防団の機庫や生活物資の備蓄倉庫も併設
されています。その他、町内の自主防災組織の育成・強化や防災研修のほか、田布施南地域のコミュニ
ティ活動にも使用されます。

田布施南地域防災センター完成
浜城地区に建設していた田布施南地域防災センターが完成しました。
主に、海岸沿いの麻郷・麻里府地域の防災拠点施設として、活用が始まっています。

問総務企画課 総務係
　☎ 52-5802

◇使用方法
　使用するときは、申請書を総務企画課（２階⑨窓口）
に提出し、許可を受けてください。

◇使用料
　防災関連で使用する場合は無料です。
※所在自治会（浜城自治会）以外のコミュニティ活動で
使用する場合は、使用料が必要になります。
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田布施町
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問町民福祉課 環境係
　☎ 52-5810

　『狂犬病予防法』により、生後３ヵ月以上
の飼犬は必ず登録を行うとともに、毎年、狂
犬病の予防注射を受けなければなりません。
平成 30 年度の狂犬病予防集合注射を４月 23
日（月）～ 25 日（水）の３日間で実施します。
最寄りの会場に犬をつれてお越しください。

◇対象　
　生後３ヵ月（91日）以上の犬
◇１頭当たりの料金　
　2,950 円  （注射料金、注射済票代金）
※新規登録の場合、この他に登録手数料
3,000 円が必要となります。

犬の登録・狂犬病予防注射

今年も、ふるさと寄附金をお待ちしています！

■□ お礼品がお得になります
　田布施町では、お礼品の大幅な見直しを行って
います。昨年よりお得な内容となっています。
詳細は、町ホームページまたは『ふるさとチョ
イス』『楽天市場』で確認してください。
※楽天市場の寄附申し込みは、5月より開始予定
です。

問総務企画課 企画係　☎ 52-5803

　ふるさと寄附金は『がんばれ田布施』という思いを寄附金という形でお寄せいただくものです。寄附の使
途を選べるほか、お礼品の贈呈や税額の優遇措置を受けることができます。
※平成29年10月より、田布施町に住民票がある人へのお礼品送付は行えなくなりました。ご了承ください。
※詳細は、総務企画課企画係へお問い合わせください。

■□ 寄附金の使途について
　今年度より、寄附の使途については『児童図書
の購入』や『中学校ワークショップ事業』など、
より具体的なものを指定できるよう変更する予
定です。詳細は、後日お知らせします。

※登録済の人には、受付票（お知らせハガキ）を送付
しています。受付票と料金を持参してください。
※受付票の体調チェック欄で、犬の当日の調子を
確認して注射を受けてください。調子が悪い場
合は、集合注射を利用できません。後日、かか
りつけの動物病院を利用してください。
※詳細は、町民福祉課環境係（⑤窓口）に問い合わ
せるか、町ホームページをご覧ください。

○期間中に予防注射を受けることができない場合
　最寄りの動物病院で注射を受け、注射済証明書を
持参の上、町民福祉課環境係に届け出てください。

○飼い犬が死亡したときや住所を変更した場合
　お早めに町民福祉課環境係まで届け出てください。

田
布
施
町

ふ
る
さ
と
寄
附
金

お
礼
品
（
一
例
）
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親元に同居・近居される人や
子育て世代の住宅取得を応援します

問総務企画課 企画係　☎ 52-5803

お帰りなさい！
親元同居・近居住宅取得応援事業

　田布施町内に住宅を新築・中古購入した人で、新
たに親元同居される人や町内に近居をされる人に、
地元で使える商品券を最大５万円分交付します。

◇応援内容
・申請された人へ地元で使える商品券（最大５万円）
を交付
・町外からの転入を伴う人はさらに10万円分の商
品券を加算

◇対象者要件
・田布施町内に新たに住宅を新築または購入する人
・田布施町内に親世帯が５年以上在住している人、ま
たは田布施町内に子世帯が５年以上在住しており親
世帯の住民異動により新たに同居を開始する人
※すでに同居されている人は対象外となります。
◇住宅要件
・平成30年4月1日～平成31年3月31日に住宅登
記の完了を予定していること
・住宅の持分が子世帯の合計で２分の１以上である
こと

がんばれ！
子育て世代住宅取得応援事業

　田布施町内に住宅を新築・中古購入した人で、中
学生以下の子を扶養している人に、地元で使える商
品券を最大５万円分交付します。

◇応援内容
・申請された人へ地元で使える商品券（最大５万円）
を交付

◇対象者要件
・田布施町内に新たに住宅を新築または購入する人
・中学生以下の子を扶養している人
◇住宅要件
・平成30年4月1日～平成31年3月31日に住宅登
記の完了を予定していること
・住宅の持分が申請世帯の合計で２分の１以上であ
ること

≪共通事項≫
◇申請方法
　町役場総務企画課企画係へ、来庁による事前相談を行ってください。
　相談後に申請書類をお渡しします。
◇申請期間
　平成30年４月２日（月）～平成31年３月29日（金）（平成31年２月28日（木）までに事前相談が必要）
※登記完了後、半年以内に申請してください。
◇注意事項
　以下の人は対象外となります。
①平成27～ 29年度に実施した同事業ですでに商品券交付を受けた人
②国や地方公共団体が行う用地買収などでの新築や移転を行った人
③災害などに伴う保険給付により新築や移転を行った人
④増築や住宅改修による同居・近居を予定している人

※親元同居・近居住宅取得応援事業と子育て世代住宅取得応援事業の併用はできません。
※山口県が実施する『やまぐち三世代同居・近居住宅支援事業』とは、要件の異なる制度です。
※平成27～ 28年度に実施した同事業とは要件が異なります。詳細についてはお問い合わせください。
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たぶせ出前講座 をご利用ください 問総務企画課 企画係
　☎ 52-5803

■講座メニュー（平成 30 年度）

＝　手順　＝
①講座の計画
　受講する講座内容・希望日などの計画を立
てる。

②申し込み
　出前講座利用申込書を、講座希望日の３週
間前までに持参、郵送、FAX、電子メー
ルで講座担当課に提出する。
※申込書は総務企画課企画係または町のホー
ムページより入手してください。

③開催に関する打ち合わせ・職員派遣決定
　出前講座の担当課と出前講座の進め方を確
認し、日程や内容を調整する。

④出前講座の開催
　担当の町職員などが、会場で講師として説
明する。

⑤終了報告書の提出
　所定の様式に受講内容終了報告を記載し、
講座担当課へ提出する。

出前講座は、個人的な陳情や苦情、相談などをお聞きする場ではありません。また、政治、宗教または営利を目的と
した催し物と併せて行う場合や、講座の趣旨に反すると認められる場合は、申請を受理しないこともあります。

講座内容 担当課

〇自治会について
〇マイナンバー制度について
〇まち・ひと・しごと創生
　総合戦略について
〇ふるさと納税
〇町の財政

総務企画課

〇おれおれ詐欺、
　振込め詐欺の防止について

総務企画課
（柳井警察署）

〇火災に備えて
〇自主防災組織について

総務企画課
（東消防署）

〇消費生活の知識について
〇農地の売買、転用、貸し借り
〇移住定住

経済課

〇ごみ減量化とリサイクル
〇地域福祉の推進について
〇障がいについて知ろう
〇障がい者の福祉サービス
〇子育て支援

町民福祉課

〇税のはなし 税務課

〇国民健康保険のしくみ
〇後期高齢者医療のしくみ
〇みんなで支え合う介護保険制度
〇寝たきりや認知症にならないために
〇支え合いの地域づくり
〇認知症サポーター養成講座
　～高齢者の社会参加～
〇いつまでも健康を保つために

健康保険課
（保健センター）

〇土砂災害対策
〇洪水・高潮・津波対策　
〇建築物の耐震化
〇下水道事業アラカルト

建設課
（山口県）

〇学校教育について
〇学校給食について 学校教育課

〇郷土館の見学
〇暮らしの中の人権
〇暮らしに活かす図書館
〇スポーツ・運動による健康づくり

社会教育課

〇議会のしくみ 議会事務局

〇買物送迎サービスについて 社会福祉
協議会

◇利用できる人
　町内に在住・在勤・在学の、おおむね 10人以上
の集まり（自治会、企業、学校、地域の団体など）

◇開催日時および会場
・原則、平日の午前９時～午後５時の間の 45 分程
度（夜間・休日の開催は応相談）

・会場は町内に限る
◇講座の運営および費用
　申込者で講座の運営（会場の手配・準備、参加者
への周知、進行など）を行う
※町職員などの派遣ならびに町で配布する資料にか
かる費用は必要ありませんが、会場設営経費など
については申込者の負担となります。

　町では、まちづくりに対する関心や理解を深めていただくため、『たぶせ出前講座』を開催しています。
　役場の仕事を中心としたさまざまなメニューの中から、皆さんが『聞いてみたいこと』や『興味のある
こと』について、町職員などが講師として出向き説明します。
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　田布施町地域おこし協力隊として活動されてきた
梶俊介さんが、３月 31日をもって退任されました。
　梶さんは、平成 28年 4月より兵庫県神戸市から田
布施町へ移住し、協力隊員に着任されました。この間、
自身の特技を生かした健康体操教室、英会話カフェや
ボードゲームイベントの定期開催、インターネットを
積極的に活用した情報発信、東京や大阪で開催される
移住希望者向けのフェアへの出展など、田布施町に人
を呼び込むため、大いに貢献されました。
　梶さん、本当にお疲れさまでした。

地域おこし協力隊　梶俊介さん、お疲れさまでした

　５月 13 日（日）は、環境美化推進日です。この日は、自治会を中心に事業所なども参加し、町内一
斉清掃に取り組みます。皆さんのご協力をお願いします。

町内一斉清掃にご協力ください！

◇活動時間
　各自治会などで開始時間を決め、午前中を目処に
作業を行ってください。なお、雨天の場合は次週
に延期します。（防災行政無線でお知らせします）

◇活動内容
　排水路・河川・道路・公園など公共施設の、土砂・
ゴミ類などの除去、除草、収集物の処理などを行っ
てください。

◇分別および処理方法
　浚渫土やゴミ類は、次のように分別・処理してく
ださい。
・浚渫土は、必ず異物（草木やゴミ、土のう袋類）
を取り除き、適当な場所に集め、各自治会で決め
た配車時間にダンプカーへ積み込んでください。
※草木やゴミ類、浚渫土が入ったままの土のう袋は
絶対にダンプカーに積み込まないでください。

問町民福祉課 環境係
　☎ 52-5810

・可燃ゴミは指定袋に入れ、収集日に出してくださ
い。刈草や枝木は可能な限り現地で処理し、処理
できない場合は指定袋に入れて収集日に出すなど
適切に処理してください。

・不燃ゴミは、空缶・ビン・ガレキ・ペットボトル
類に分別し、それぞれ指定袋に入れ、収集日に出
してください。

◇事故見舞金
　町内一斉清掃での事故は、支給対象となります。
※詳細はお問い合わせください。

問経済課 地域振興係　☎ 52-5805
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花みずき健康体操 第 1･2･3 月
9:30 月 2,000 円 麻郷俳句教室 第 2 水 12:30 月 1,000 円

お茶を楽しむ会 第 1･3 月 13:00 月 1,500 円 パッチワーク教室 第 2･4 金 9:30 月 1,500 円

麻郷珠算教室 毎週月 ･ 木
17:00 月 5,000 円 麻郷絵てがみ教室 第 2 木 13:00 月　500 円

千草会 第 1 火 ･ 第 4 日
13:00 月　300 円 嘉風流吟剣詩舞道

麻郷教室 毎週火 14:00 月 3,000 円

ヨガ教室 第 2･4 火 14:00 月 2,000 円 生花教室 第 1･3 金 9:30 月 1,000 円

麻郷押し花クラブ 第 3 火 13:00 月 1,000 円 矢野健康体操・
麻郷秋桜クラブ 月 3 回土 9:00 月 2,000 円

懐かしの歌教室 第 2 火 9:00 月　500 円 麻郷歌謡同好会 毎週水 14:30 月 2,000 円

たぶせ竹楽坊 第 3 水 9:30 月　500 円 篠笛赤とんぼ 第 1･3 火 10:00 月　500 円

麻郷公民館　☎55-5202
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自由律俳句･周防一夜会 第 2 月 13:00 月　500 円 田布施歌謡教室 毎週木 19:30 月 1,300 円

JADA（スポーツダンス） 毎週火 13:30 月 3,000 円 日舞 第 4 金 19:00 月 2,000 円
雪峰流竹柳舘吟詠会

（波野吟詠会） 第 1･3 火 13:30 月 2,000 円 土曜会 第 2･4 土 9:00 月 2,000 円

ジャズエアロ 毎週火 19:45 月 4,200 円 紅
ほんほん

紅的
だ

中国語講座 毎週土 14:00 月 4,400 円
琴昇流大正琴
田布施ハープ会 第 2･4 水 9:00 月 2,500 円 田布施油絵教室 第 1･3 日 13:00 月 2,000 円

西田布施同好会（歌謡） 第 2･3･4 水
13:30 1 回 100 円 田布施短歌教室 第 2 月 13:00 月　700 円

ちぎり絵 第 1･3 木 9:30 月 1,500 円 リラックス・ヨガ 毎週金 19:30 月 3,000 円

雪峰流剣詩舞中央教室 第 1･3 木 13:30 月 3,000 円

公民館講座  のご案内 問社会教育課　☎ 52-5813

　入会してみたい人、興味があるので見に行ってみたい人、詳しく内容を知りたい人は、お気軽に各公
民館にお問い合わせください。地域の指定はないため、どの講座にも参加できます。
　なお、本町では皆さんの生涯学習を支援するため、公民館講座の承認を受けた団体の使用料について
は半額免除としています。（一部を除く）

講座名 日　時 会　費

▼表の見方

中央公民館　☎52-5813

3B体操 月 3 回月 10:00 月 2,000 円 ふれあいうたくらぶ 第 2･4 金 9:30 月　500 円

池坊生花教室 月 2 回月 13:30 月 1,000 円 ジャズエアロ 毎週木・土
10:30 月 4,200 円

JADA 毎週土 12:30 月 3,000 円 手編み教室 第 1･3 木 12:30 月 1,000 円
健康で美しくなるための
体操教室 毎週火 9:30 月 1,500 円 たぶせ竹楽坊 第 1 水 9:30 月　500 円

コーラスひまわり 第 1 火 14:00 月 1,500 円 太極気功同好会 毎週金、第 1･3
水 10:00 回　500 円

ブレイクダンス 毎週火木 20:30 月 1,000 円 一般書道同好会 第 2･4 木 9:00 月　500 円毎週日 16:00

スポーツダンス 第 3 金 19:30 月 1,500 円 フランス刺繍 第 1･3 金 13:00 月 2,000 円

居合道教室 毎週水 19:00 月 1,000 円 八和田カラオケ教室 第 1･2･3 日
20:00 月 1,300 円

ゆったり3B体操 第 1･3･4 水
15:30 月 1,700 円 囲碁教室 第 4 日 10:00 月 1,000 円

東田布施公民館　☎52-3786
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ひまわり歌謡教室 毎週月 13:00 月 1,000 円 （社）日本盆栽協会
東周南支部 第 3 日 10:00 年 17,000 円

麻里府歌謡教室 毎週水 19:30 月 1,500 円 羊毛フェルト教室 第 2 日 9:00 回 2,500 円
麻里府ミュージック
クラブ 毎週金 20:00 月 1,000 円

麻里府公民館　☎55-5237

国木歌謡教室 毎週木 8:30 月 1,000 円

点訳ほおずきの会 毎週水 10:00 な　し 朗読もやいの会 第 2･3 金14:00 な　し

読書会 第 3 火 13:00 月　300 円

絵手紙教室 第 1 水 10:00 月　300円 JADA 毎週木 12:30 月 3,000 円

手芸教室 第 2 水 13:00 月　300円 天元会（囲碁） 第１日 13:00 月　500円

ヨーガなかよし会 月 1･2･3･4 金
14:05 月2,500円 熊毛郡退職教職員囲碁同

好会 第 3 火 9:00 年1,500円
田布施フォークダンスク
ラブグリーン 毎週火 9:30 月1,000円 実用書道教室 第 2･4 月 13:30 月2,000円
ハッピーフォークダンス
クラブ

月 1･2･3･4 火
13:00 月1,000円 響書道教室 第 2・4 水 9:00 月2,000円

　　　　　　　　国木分館　　中央公民館（☎52-5813）へ

田布施図書館　☎52-2288

麻郷福祉会館　☎52-3579
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茶道（裏）教室 第 1･3 月  9:00 月 1,000 円 石城歌謡教室 毎週金 13:00 月 2,000 円

城南編物教室 第 2･4 金 9:30 月 2,000 円 腹話術さくらんぼの会 第 3 土 9:30 な 　 し
矢野健康体操
城南ひまわりクラブ 毎週金 10:00 月 2,000 円 フラワーアレンジメント

教室 第 2･4 土 10:00 月 1,000 円

城南公民館　☎52-2054

藤恵会　日舞 毎週月 13:00 月 5,000 円 矢野健康体操 毎週木 10:00 月 2,000 円

ジャズエアロ 毎週月 10:30 月 4,200 円 ヨガ西田布施なのはな 月 3 回木 14:55 月 2,000 円毎週金 19:45
フィットネスサークル

（ZUMBA）
毎週月 ･ 木
19:45 月 3,700 円 手編教室 第 1･3 金  9:00 月 1,000 円

喜楽会生きがい歌謡教室 月 4 回火 9:00 月 2,000 円 悠々ハーモニカクラブ 第 2･4 金 13:30 月　500 円

ヨガ西田布施教室 月 3 回火 11:25 月 2,000 円 自
じ

彊
きょう

術 毎週金 13:30 月 2,000 円

お茶をたのしむ会 毎週火 13:30 月 1,000 円 うたいま唱歌 第 4 金 13:30 月　500 円

レイフラワー田布施 第 1･3 火 13:30 月 3,000 円 西田布施歌謡教室 毎週月 9:00 月 2,000 円

実用習字教室 第 2･4 火 13:00 月 1,800 円 悠久カラオケ教室 第 1･3 土 19:30 月 2,000 円

田布施よさこい同好会 第 1･3 火 20:00
(10 ～ 3 月は 9:30) 年 1,500 円 旬を楽しむ会 随　時 随 　 時

箏
そう

妙
みょう

会（生田流） 第 2･4 火 19:30 月　500 円 たぶせ竹楽坊 第 2･4 水 9:30 月　500 円

お茶とお花を楽しむ会 第 2･4 水 19:30 月 2,000 円 フラワーサークル 毎週木 ( 月 3 回 )
10:00

2,900 円～
4,400 円　

手話サークル　
きらら

第 1･3 水 19:30 回　200 円 フラ★エクササイズ 第 3 土 19:45 月 1,000 円第 2･4 土 10:00

スポーツダンス 毎週木 12:45 月 3,000 円

西田布施公民館　☎52-4448
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　保健センターだより　健
康
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り

推
進
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ー

ぜひ検（健）診を受けましょう！あなたやご家族のために！
問保健センター　☎52-4999
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。

１人分の栄養価
エネルギー：76kcal
たんぱく質：5.3g、脂質：3.6g
カルシウム：66㎎、塩分：0.5g

■各種がん検診・健康診査の申し込み
　町が実施するがん検診および健康診査の申込書
は、４月１日現在で男性 40 歳以上、女性 20 歳
以上の人を対象に世帯ごとに配布しています。詳
細は『平成 30年度検（健）診受診のごあんない』
をご参照の上、４月 23日（月）までにお申し込
みください。
※転入された人で申込用紙がない場合は、保健セン
ターへご連絡ください。

■休日のがん検診について
　８月 25日（土）の午前中に西田布施公民館で集
団検診を予定しています。内容は、胃がん・大腸
がん・乳がん・子宮頸がん検診となります。平日
に都合のつかない人は、この機会を利用してくだ
さい。

　～『平成 30 年度検（健）診受診のごあんない』を発送しました～
　「自分の体は自分が一番知っている」「元気だから検診を受けなくても大丈夫」と思っていませんか？
　がんは、男女とも２人に１人がかかる身近な病気です。がんや生活習慣病は知らないうちに進行し、気
づいたときには重症化していることが少なくありません。自覚症状がなくても、早期発見・早期治療のた
めには、定期的に検診を受けておくことが大切です。

■がん検診無料クーポン券と 50 歳無料検診
　がんの早期発見のため 50歳無料検診を実施して
います。受診できる検診は、胃がん・大腸がん・
子宮頸がん・乳がん・肺がん（喀痰検査）・前立
腺がん検診です。
　また、子宮頸がん検診（20歳）、乳がん検診（40
歳）の無料検診の対象者には、『がん検診無料クー
ポン券』を個別に送付します。この機会に、ぜひ
受診しましょう。

新玉ねぎ	 50g
菜の花	 120g
ミニトマト	 ８個
ひき割り納豆
	 ２パック（80g）
　酢	 小さじ２
　しょうゆ	 小さじ２
　マヨネーズ	 小さじ２

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

①
玉
ね
ぎ
は
で
き
る
だ
け
薄
く
ス
ラ
イ
ス
し
、
そ
の
ま
ま
15
分
以
上
お
く
。

②
菜
の
花
は
熱
湯
で
さ
っ
と
茹
で
、
冷
水
に
取
っ
て
水
気
を
絞
る
。
根
元

を
少
し
落
と
し
て
３
㎝
長
さ
に
切
る
。

③
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
４
つ
割
り（
小
さ
け
れ
ば
半
分
）に
切
る
。

④
納
豆
に
Ⓐ
を
混
ぜ
て
納
豆
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
作
る
。

⑤
①
～
③
の
野
菜
を
器
に
盛
り
、
納
豆
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
か
け
る
。

 Ⓐ
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３/21 レノファ山口サンクスデー！
　山口市の維新みらいふスタジアムにて、レノ
ファ山口ＦＣの第5節に合わせ、田布施町サンク
スデーが催されました。
　会場では、雨が降る中、田布施地域交流館が特
産の田布施いちごや甘酒などを販売しました。ま
た、ピッチ上では長信町長がレノファサポーター
や対戦相手であるツエーゲン金沢の応援にかけつ
けたサポーターに向けて田布施町のPRを行うな
ど、大いに盛り上がりを見せました。

３/19 青年海外協力隊としてケニアへ
　田布施町出身の小川真奈さんが、『青年海外協
力隊』としてケニアで活動することとなり、町長
を訪問されました。
　小川さんは「実際に（現地の人と）話して、どこ
にニーズがあるか考え、サポートしたい。」と、意
気込みを語っていました。
　なお、田布施町からの国際協力機構（JICA)の
海外ボランティア派遣は、小川さんで11人目と
なります。

３/３ ぷりぷりの牡
か き

蠣をたっぷりと！
　麻里府グラウンドで牡蠣まつりが開催され、多
くの人が来場しました。
　会場では、焼き牡蠣をはじめ、漁師飯や漁師汁
などが販売されました。購入した人は、グラウン
ドに腰を下ろしながら、温かい牡蠣料理に舌鼓を
打っていました。
　また、生牡蠣も同時に販売されており、自宅で
の調理用に購入される人も多く見られました。

３/８ 麻里府公民館が表彰されました
　文部科学省にて第70回優良公民館表彰式が開
催され、麻里府公民館が優良公民館として表彰さ
れました。
　館長の松葉誠治さんは、「対象人口700人の小さ
な地域の公民館ですが、地域との密着した取組が
認められ光栄です。海岸一斉清掃や盆踊り、文化
展などを通して地域との連携を深め、住民同士が
ふれあう場をつくります。」と笑顔で語りました。

Tabuse
Town News
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No

古
墳
・
遺
跡
名

時
代
・
特
徴
な
ど

１

竹
重
遺
跡

弥
生
時
代

２

警
固
屋
遺
跡

弥
生
時
代
～
古
墳
時
代

３

奈
良
二
ツ
池
遺
跡

弥
生
時
代
～
古
墳
時
代

４

奈
良
遺
跡

弥
生
時
代
～
中
世

５

伊
幸
田
遺
跡

弥
生
時
代
～
古
墳
時
代

６

尾
迫
遺
跡

弥
生
時
代
～
古
墳
時
代

７

助
政
遺
跡

弥
生
時
代
～
古
墳
時
代

８

尾
中
遺
跡

弥
生
時
代

９

月
輪
遺
跡

弥
生
時
代
～
古
墳
時
代

10

地
家
遺
跡

弥
生
時
代
～
古
墳
時
代

11

藤
尾
遺
跡

弥
生
時
代
～
古
墳
時
代

12

蓮
輪
遺
跡

古
墳
時
代
～
平
安
時
代

13

浜
城
Ａ
遺
跡

弥
生
時
代
～
古
墳
時
代

14

浜
城
Ｂ
遺
跡

弥
生
時
代
～
中
世

15

浜
城
遺
跡

弥
生
時
代
～
古
墳
時
代

　
現
在
、
麻
郷
公
民
館
区
域
内
で
『
遺
跡
』
が
約

39
ヵ
所
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
旧
田

布
施
工
業
高
校
周
辺
か
ら
田
布
施
川
河
口
周
辺
に

か
け
て
点
在
し
て
い
ま
す
。

　
遺
跡
の
時
代
も
、
縄
文
時
代
～
江
戸
時
代
と
さ

ま
ざ
ま
で
す
。

問
社
会
教
育
課　
☎
25
‐
３
１
８
５

麻
郷
公
民
館
区
域
内
の
遺
跡
を
紹
介
し
ま
す

◇お詫びと訂正
　3月 9日号の『東田布施公民館区域内の遺跡を紹介します』において、14ページの東田布施公民館の位置が違っていました。
　また、15ページのリスト 27番の説明欄で『墳丘の大半が削併平』とあるのは『墳丘の大半が削平』の誤りです。お詫びし
　て訂正します。
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私
た
ち
と
人
権
シ
リ
ー
ズ　

No. 

128

石
丸 

貴
博

20
歳
を
迎
え
て

No

古
墳
・
遺
跡
名

時
代
・
特
徴
な
ど

16

神
過
原
遺
跡

旧
田
布
施
工
業
高
等
学
校
に
あ
る
丘
陵
部
分
。
学
校
造
成
の
際
、
大
量
の
弥
生
時
代
の
遺
物

が
出
土
。
１
９
９
３
年
の
分
布
調
査
で
も
、
縄
文
時
代
～
中
世
の
土
器
が
出
土
。

17

三
宅
遺
跡

旧
田
布
施
工
業
高
等
高
校
の
南
東
側
の
丘
陵
。
縄
文
時
代
～
中
世
の
土
器
を
確
認
。
三
宅（
＝

屯
倉
）
は
、
朝
廷
の
直
轄
領
を
意
味
す
る
地
名
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

18

萩
尾
五
郎
部
遺
跡

弥
生
～
中
世
。
２
０
１
６
年
の
調
査
で
ピ
ッ
ト
９
基
、
溝
１
条
と
土
器
片
を
確
認
。

19

松
本
遺
跡

試
掘
調
査
で
土
師
器
、
瓦
質
土
器
、
須
恵
器
が
出
土
。

20

八
頭
遺
跡

試
掘
調
査
で
弥
生
土
器
や
土
師
器
が
埋
ま
っ
て
い
た
土
坑
や
複
数
の
柱
穴
を
確
認
。

21

一
神
堂
遺
跡

試
掘
調
査
で
柱
穴
２
つ
と
弥
生
土
器
を
確
認
。

22

三
坪
遺
跡

弥
生
時
代
を
中
心
と
し
た
集
落
遺
跡
。
縄
文
時
代
～
中
世
の
遺
構・遺
物
が
多
数
出
土
。
現
在
、

発
掘
調
査
中
。

23

平
原
遺
跡

試
掘
調
査
で
柱
穴
と
土
師
器
、
瓦
質
土
器
を
確
認
。

24

田
中
遺
跡

試
掘
調
査
で
土
坑
、
溝
、
柱
穴
？
と
土
師
器
を
確
認
。

25

見
用
遺
跡

試
掘
調
査
で
住
居
跡
、
溝
、
土
坑
、
柱
穴
と
土
師
器
、
須
恵
器
を
確
認
。

26

下
板
倉
遺
跡

試
掘
調
査
で
須
恵
器
が
出
土
。

27

有
宗
遺
跡

試
掘
調
査
で
弥
生
土
器
、
土
師
器
、
須
恵
器
、
瓦
質
土
器
が
出
土
。

28

守
吉
遺
跡

試
掘
調
査
で
溝
、
土
坑
、
柱
穴
と
弥
生
土
器
、
土
師
器
、
石
製
の
矢
じ
り
を
確
認
。

29

山
崎
原
遺
跡

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
丘
陵
部
分
。
４
回
調
査
が
行
わ
れ
、
１
～
３
回
目
の
調
査
で
縄
文
～
古
墳

時
代
の
土
器
片
を
、
４
回
目
の
調
査
で
土
坑
や
柱
穴
、
弥
生
土
器
や
黒
曜
石
製
の
矢
じ
り
を
確
認
。

30

高
塔
古
墳
群

標
高
約
40
～
50
ｍ
の
山
頂
尾
根
筋
に
３
基
の
古
墳
（
円
墳
）。
１
号
墳
は
径
20
ｍ
の
円
墳
で
、

石
棺
が
露
出
。

31

上
八
海
古
墳
群

新
八
海
橋
を
田
布
施
側
に
渡
っ
て
北
側
の
丘
陵
。
６
基
の
古
墳
を
確
認
。
南
側
の
1
基
は
天

神
山
古
墳
と
呼
ば
れ
る
全
長
約
30
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
、
天
神
社
の
境
内
に
あ
る
。
他
の
北

側
の
５
基
は
、
径
約
５
～
15
ｍ
の
円
墳
。

32

下
八
海
古
墳
群

新
八
海
橋
を
田
布
施
側
に
渡
っ
て
南
側
の
丘
陵
。
４
基
の
古
墳
を
確
認
。
北
側
の
1
基
は
円

形
も
し
く
は
前
方
後
円
墳
形
の
墳
丘
で
、
墳
頂
に
蟹
守
様
の
祠
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
墳
丘
の

径
は
20
～
30
ｍ
。

33

田
布
施
川
河
床
遺
跡

河
川
の
床
か
ら
縄
文
～
古
墳
時
代
の
土
器
と
貝
殻
多
数
と
少
量
の
動
物
の
骨
を
発
見
。

34

麻
郷
塩
田
源
治
郎
浜
跡

１
７
７
１
（
明
和
８
）
年
に
矢
田
部
善
五
郎
と
他
１
人
に
よ
っ
て
築
立
さ
れ
た
塩
田
跡
。

35

麻
郷
塩
田
鳥
越
浜
跡

１
７
７
６
（
安
永
５
）
年
に
内
藤
市
三
郎
と
他
１
人
に
よ
っ
て
築
立
さ
れ
た
塩
田
跡
。

36

麻
郷
塩
田
長
田
屋
浜
跡

１
８
０
６
（
文
化
３
）
年
に
岸
半
右
衛
門
に
よ
っ
て
築
立
さ
れ
た
塩
田
跡
。

37

麻
郷
塩
田
御
開
作
浜
跡

寛
政
期
（
１
７
８
９
～
１
８
０
０
年
）
に
大
野
毛
利
氏
（
毛
利
家
一
門
）
に
よ
っ
て
築
立
さ

れ
た
塩
田
跡
。

38

麻
郷
塩
田
菊
屋
浜
跡

１
７
３
８
（
元
文
３
）
年
に
庄
屋
・
中
道
吉
衛
門
に
よ
っ
て
築
立
さ
れ
た
塩
田
跡
。

39

麻
郷
塩
田
大
黒
屋
浜
跡

１
８
０
２
（
享
和
２
）
年
に
久
保
新
左
衛
門
に
よ
っ
て
築
立
し
た
塩
田
跡
。

　
わ
た
し
は
、
こ
の
１
月
に
晴
れ
て

成
人
式
を
迎
え
、
よ
う
や
く
大
人
の

仲
間
入
り
が
で
き
た
こ
と
を
と
て
も

嬉
し
く
思
い
ま
す
。成
人
式
当
日
は
、

田
布
施
中
学
校
時
代
の
友
人
た
ち
を

は
じ
め
恩
師
に
も
お
会
い
で
き
、
思

い
出
話
に
花
が
咲
く
充
実
し
た
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
中
学
校
を
卒
業
し
た

後
、
国
立
大
島
商
船
高
専
に
入
学

し
、
現
在
ま
で
海
技
従
事
者
に
な
る

た
め
に
講
義
や
実
習
を
受
け
て
き
ま

し
た
。
昨
年
度
、
そ
の
養
成
課
程

で
日
本
丸
と
い
う
大
型
船
に
乗
船

し
、
３
ヵ
月
間
の
国
内
航
海
と
２
ヵ

月
間
の
遠
洋
航
海
を
経
験
し
ま
し

た
。船
で
は
そ
の
閉
鎖
空
間
の
中
で
、

１
０
０
人
以
上
の
実
習
生
が
長
期
間

の
共
同
生
活
を
強
い
ら
れ
ま
す
。
狭

い
船
内
で
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
ほ
と

ん
ど
無
い
た
め
、
普
段
よ
り
も
他
人

を
思
い
や
っ
た
言
動
を
心
掛
け
る
必

要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
物

理
的
に
も
精
神
的
に
も
制
限
さ
れ
た

環
境
の
下
で
の
生
活
は
、
対
人
関
係

に
つ
い
て
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
良

い
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
常
生
活
に
お
い
て
、
わ
た
し
た

ち
は
必
ず
何
ら
か
の
集
団
に
属
し
て

い
ま
す
。
学
校
、
職
場
、
あ
る
い
は

住
ま
う
地
域
な
ど
と
い
っ
た
、
さ
ま

ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
る
中

で
、
人
と
の
交
流
は
生
活
か
ら
切
り

離
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
相
手
の
立
場
で
物
事
を

考
え
、
思
い
や
り
を
持
つ
と
い
っ
た

こ
と
は
、
生
き
る
上
で
非
常
に
大
切

で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。
船
で
の
生
活

を
通
じ
て
、
そ
の
よ
う
に
人
と
支
え

合
い
な
が
ら
生
き
る
姿
勢
の
大
切
さ

を
身
を
も
っ
て
学
べ
た
こ
と
が
、
何

よ
り
も
貴
重
な
経
験
で
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　
20
歳
に
な
り
、
社
会
人
を
目
前
に

控
え
た
現
在
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は

今
ま
で
以
上
に
困
難
に
直
面
す
る
こ

と
が
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、こ
れ
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
糧
に
、

ど
の
よ
う
な
場
面
で
も
他
人
を
思
い

や
る
心
を
忘
れ
ず
、
人
と
支
え
合
え

る
人
間
に
な
り
た
い
と
わ
た
し
は
思

い
ま
す
。
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もう一冊。
 イ ベ ン ト 

『恨みっこなしの老後』
　　　　　　　　橋田壽賀子　著

イヤな頼まれごとを断る術。老いを
自覚せず、ミエを張り続けることの
危険性。人間関係をスッキリさせる
お金の使い方…。92歳現役脚本家
が、七転び八起きの末にたどりつい
た『自分を楽にする』生き方を綴る。

お
お
き
く
な
っ
た
ら
き
み
は
な
ん
に
な
る
？	

村
上　
康
成

ば
す
く
ん
の
と
も
だ
ち	

な
か
や
み
わ

声
優
さ
ん
っ
て
い
い
な	

如
月
か
ず
さ

４
ミ
リ
同
盟	

高
楼　
方
子

ぼ
く
は
な
ん
で
も
で
き
る
も
ん	い

と
う
み
く

飛
行
機
し
ゅ
っ
ぱ
つ
！	

鎌
田　
　
歩

オオカミはきっと「さよならは、さびし
いばかりじゃないんだぜ」と思っている。
キツネにもちょっとそれがわかり…。『と
もだちや』をはじめる前の、キツネとオ
オカミのおはなし。『おれたち、ともだ
ち！』シリーズ第13弾。

カ
ラ
ダ
を
考
え
る
東
洋
医
学	

伊
藤　
　
剛

白
飯
最
高
お
か
ず	

堤　
　
人
美

青
く
て
痛
く
て
脆
い	

住
野　
よ
る

酒
の
渚	

さ
だ
ま
さ
し

死
の
島	

小
池
真
理
子

定
年
オ
ヤ
ジ
改
造
計
画	

垣
谷　
美
雨

長
く
高
い
壁	

浅
田　
次
郎

ス
イ
ー
ト
・
ホ
ー
ム	

原
田　
マ
ハ

『さよならともだち』
　　　　　　　　　　　降矢なな　絵

句
俳

短
歌

『いろいろあった人へ
大人の流儀 best Selection』

　　　　　　　　　　伊集院静　著

絵
本 

一
般 

久
光　

良
一

部
屋　

慈
音

加
治　

紀
子

藤
井
千
恵
子

中
谷
み
さ
を

春
が
流
れ
る
空
の
ど
こ
か
で
水
音

自
分
を
消
し
て
沈
黙
に
隠
れ
る

窓
を
あ
け
て
雪
の
と
け
る
音

ハ
ン
ガ
ー
着
膨
れ
て
冬
傾
い
て
い
る

こ
の
ほ
そ
い
一
す
じ
の
道
歩
け
る
足
で
歩
い
て
ゆ
く

周
防
一
夜
会

播
磨　

春
枝

岡　
　

倫
子

松
根
千
代
子

曽
我　

欣
行

田
村　

文
代

遠
き
日
の
澄
み
し
川
底
し
じ
み
取
り

鉢
ご
と
に
立
つ
苗
札
の
太
字
か
な

苗
札
に
書
く
花
の
名
の
を
さ
ま
ら
ず

苗
札
に
雨
の
名
残
り
の
湿
り
あ
り

た
ん
ぽ
ぽ
や
コ
ン
ビ
ニ
出
来
る
て
ふ
噂

麻
郷
俳
句
教
室

河
村
美
喜
子

岡
本
ま
さ
子

藤
田　

京
子

吉
村　

京
子

上
岡　

知
雄

梅
の
香
に
心
な
ご
み
て
梅
園
の

　
　

屋
外
舞
台
に
吟
の
披
露
す

初
雪
を
そ
っ
と
踏
み
し
め
新
聞
を

　
　

取
り
雪
の
上へ

の
足
跡
み
つ
む

待
ち
待
ち
し
春
を
迎
え
に
行
く
よ
う
な

　
　

菜
の
花
色
の
電
車
が
走
る

竹
群
を
山
を
畑
を
藁
小
屋
を

　
　

け
ぶ
ら
せ
春
の
雨
が
匂
え
る

落
日
に
デ
ッ
キ
と
人
の
黒
い
影

　
　

凪
ぎ
わ
た
り
た
る
冬
の
瀬
戸
内

短
歌

図
書
館
へ

行
こ
う
。

人は何かを失って、何かを手にする
……。あなたの困難、悲しみにもいつ
か終わりが来る。
最後の無頼派作家が贈る、希望と勇気、
励ましの１冊。

おしゃべり箱おはなしの会
　５月26日（土）  午前10時30分～
　図書館 2F 講座室にて
月間展示『子どもの本』

５月の
休館日

問田布施図書館　☎ 52-2288
HP　　  http://library.town.tabuse.yamaguchi.jp
E-mail　library.tabuse@town.tabuse.yamaguchi.jp

毎週月曜日・祝日
月末整理日　31日（木）
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問
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
53
‐
１
１
０
３

（
２
月
18
日
～
３
月
17
日
受
付
分
）

＊
社
会
福
祉
事
業
へ

匿
名
２
件

＊
第
40
回
福
祉
ヤ
ク
ル
ト
寄
付
金
を

山
口
県
東
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱

＊
香
典
返
し

大
国
木　
櫻
井
幸
易
（
母
）
千
代
子

蓮　
輪　
酒
谷
武
人
（
母
）
靜
子

砂　
田　
平
田
さ
ゆ
り

（
母
）　
河
村
セ
ツ
子

匿
名
１
件

＊
紙
オ
ム
ツ　

匿
名
１
件

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容　
電
話
で
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

☎
51
‐
４
０
１
１

子育て支援センター

はいはい
あんよができるまでの赤ちゃん対象

赤ちゃんサロン（５月行事）
午前10時～正午

問たぶせ保育園　☎53-1012
おんとも

　山口県警察では、『平成 30 年山口県警察視閲式』
を次のとおり行います。ぜひご観覧ください。
◇日時
　５月 12日（土）　午後２時～
※一部アトラクションは、午後１時～です。
◇場所
　山口きらら博記念公園多目的ドーム
　（山口市阿知須 509 ‐ 50）
◇行事内容
①視閲式
　徒歩部隊・車両部隊による分列行進を行います。

柳井警察署だより

②アトラクション
・警察音楽隊によるミニコンサート
・白バイによる傾斜走行
・管区機動隊による訓練
・警察車両、ヘリコプターの展示
・子供免許証作成　　　　　　　　など
※荒天時は、一部中止します。
◇問合せ先
　山口県警察本部警務部警務課
　☎ 083-933-0110

問柳井警察署　☎ 23-0110
　http://www.police.pref.
　yamaguchi.jp/1040/index.htm

平成 30 年
山口県警察視閲式

theme

８ 日 ( 火 )　母の日のプレゼント作り
15 日 ( 火 )　身体測定
22 日 ( 火 )　はいはいさんあつまれ～
23 日 ( 水 )　調理実習 ※予約制 10 組

29 日 ( 火 )　制作遊び

よちよち

◇月～金曜日　午前８時30分～午後３時30分
　　　　　　　（昼休み　午後０時15分～午後１時15分）
◇土曜日　　　午前８時30分～午後１時30分

施設開放

あんよが上手にできるH28.4.2以降生まれ対象

10 日 ( 木 )　母の日のプレゼント作り
17 日 ( 木 )　身体測定
24 日 ( 木 )　おにぎりのギュッ！
31 日 ( 木 )　制作遊び

すくすく
H27.4.2 ～ H28.4.1生まれ対象

18 日 ( 金 )　身体測定

全員対象
＊＊＊

９ 日 ( 水 )　リトミック・誕生会
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以下は広告スペースです。「広報たぶせ」に掲載している内容とは関係ありません。

　
『
タ
カ
タ
製
エ
ア
バ
ッ
グ
』
の
リ

コ
ー
ル
未
改
修
車
は
、
平
成
30
年
５

月
１
日
か
ら
車
検
が
通
ら
な
く
な
り

ま
す
。

　

タ
カ
タ
製
エ
ア
バ
ッ
グ
は
、
ガ

ス
発
生
装
置
が
異
常
破
裂
し
、
金

属
片
が
飛
散
す
る
不
具
合
が
発

生
し
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
約

２
６
３
万
７
０
０
０
台
の
未
改
修
車

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
対

象
車
両
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
５

月
１
日
よ
り
車
検
時
に
有
効
期
間
を

更
新
し
な
い
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

対
象
車
両
を
利
用
し
て
い
る
人

は
、
早
急
に
リ
コ
ー
ル
作
業
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先
な
ど

・
国
土
交
通
省タ

カ
タ
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
３
‐
５
５
３
９
‐
０
４
５
２

・
エ
ア
バ
ッ
グ
リ
コ
ー
ル

特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.m
lit.go.jp/

jid
o
sh
a
/ca

rin
f/rcl/

recallinfo_003.htm
l

【 

タ
カ
タ
製
エ
ア
バ
ッ
グ
の

リ
コ
ー
ル
未
改
修
車
に
つ
い
て 

】

く ら し の 情 報

お 

知 

ら 

せ

　
病
原
体
を
有
す
る
マ
ダ
ニ
や
ツ
ツ

ガ
ム
シ
に
か
ま
れ
る
と
、
感
染
症
に

か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
マ
ダ
ニ

や
ツ
ツ
ガ
ム
シ
は
、
特
に
春
か
ら
秋

に
か
け
て
活
動
が
活
発
に
な
り
ま

す
。
屋
外
で
活
動
す
る
と
き
に
は
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【 

ダ
ニ
が
媒
介
す
る

感
染
症
の
予
防
に
つ
い
て 

】
◇
予
防
策
な
ど

①
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
な
い
こ
と
が
重
要
。

②
山
や
野
原
の
ほ
か
、
公
園
、
住
宅

地
の
庭
な
ど
に
も
ダ
ニ
が
い
る
こ

と
が
あ
る
た
め
、
剪
定
や
草
取
り

な
ど
の
際
に
は
注
意
す
る
。

③
や
ぶ
や
草
む
ら
な
ど
、
ダ
ニ
の
生

息
す
る
場
所
に
入
る
場
合
は
、
長

袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
足
を
完
全
に
覆

う
靴
下
・
靴
を
着
用
す
る
な
ど
、

肌
の
露
出
を
少
な
く
す
る
。

④
屋
外
活
動
後
に
は
ダ
ニ
に
咬
ま
れ

て
い
な
い
か
確
認
す
る
。
帰
宅
後

は
す
ぐ
に
服
を
着
替
え
た
り
、
体

を
シ
ャ
ワ
ー
で
洗
い
流
す
。

⑤
や
ぶ
な
ど
で
、
犬
や
猫
な
ど
の
動

物
に
ダ
ニ
が
付
く
こ
と
が
あ
る
。

除
去
に
は
、
目
の
細
か
い
ク
シ
を

か
け
る
と
効
果
的
で
あ
る
。
ダ
ニ

駆
除
薬
も
あ
る
た
め
、
獣
医
師
に

相
談
す
る
。

⑥
吸
血
中
の
ダ
ニ
に
気
が
つ
い
た
際

は
、
で
き
る
だ
け
医
療
機
関
で
処

置
し
て
も
ら
う
。（
自
分
で
ダ
ニ

を
つ
ぶ
さ
な
い
）

⑦
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
後
に
、
発
熱
な

ど
の
症
状
が
あ
っ
た
場
合
は
、
医

療
機
関
を
受
診
す
る
。

◇
問
合
せ
先

　
山
口
県
柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
22
‐
３
６
３
１

　
５
月
１
日（
火
）～
６
月
30
日（
土
）

『
不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
』が
全

国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
麻
薬
の
中
で
、
乱
用
さ
れ
て
社
会

問
題
と
な
る
の
が
、
け
し
か
ら
取
れ

る
ア
ヘ
ン
や
モ
ル
ヒ
ネ
で
す
。

【 

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動 

】

　
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
を
お
祝
い
す
る

と
と
も
に
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、

４
月
１
日
か
ら
、
田
布
施
町
社
会
福

祉
協
議
会
が
出
産
祝
金
を
贈
呈
し
ま

す
。

◇
今
年
度
対
象
者

　
出
生
時
に
田
布
施
町
内
に
住
所
を

有
し
、
平
成
30
年
度
内
（
４
月
１

日
～
翌
３
月
31
日
）
に
誕
生
し
た

新
生
児

◇
金
額　
１
子
に
つ
き
５
０
０
0
円

◇
申
請
方
法

　
町
民
福
祉
課
住
民
係
に
て
出
生
届

の
手
続
き
を
す
る
際
に
渡
さ
れ
る

申
請
書
と
必
要
書
類
（
母
子
健
康

手
帳
、
印
鑑
）
を
、
田
布
施
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
提
出

◇
問
合
せ
先

　
田
布
施
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
53
‐
１
１
０
３

【 

出
産
祝
金
贈
呈
事
業 

】

　

け
し
の
中
で
も
、『
セ
テ
ィ
ゲ
ル

ム
種
』、『
ソ
ム
ニ
フ
ェ
ル
ム
種
』
の

け
し
や『
ハ
カ
マ
オ
ニ
ゲ
シ
』は
麻
薬

成
分
を
含
ん
で
お
り
、
勝
手
に
植
え

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
大

麻
も
法
律
で
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
お

り
、
勝
手
に
植
え
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　
な
お
、
平
成
29
年
度
は
、
期
間
中

に
県
下
76
ヵ
所
に
お
い
て
、
植
え
て

は
い
け
な
い
け
し
が
約
７
５
０
０
本

も
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
麻
、
植
え
て
は
い
け
な
い
け
し

を
発
見
し
た
と
き
や
見
分
け
方
が
分

か
ら
な
い
と
き
は
、
最
寄
り
の
県
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
環
境
保
健
所
）
ま

た
は
警
察
署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

　
山
口
県
柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
22
‐
３
６
３
１
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以下は広告スペースです。「広報たぶせ」に掲載している内容とは関係ありません。

＊「
広
報
た
ぶ
せ
」の
点
字
版
ま
た
は
音
訳
テ
ー
プ
を
お
届
け
し
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
53
‐
１
１
０
３
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

相　
談

講
習
・
講
座

　
聴
覚
障
が
い
者
な
ど
の
生
活
お
よ

び
福
祉
制
度
な
ど
へ
の
理
解
と
認
識

を
深
め
、
手
話
で
日
常
会
話
を
行
う

た
め
に
必
要
な
技
術
を
習
得
し
ま

す
。

◇
日
時

　
６
月
２
日
・
16
日
・
30
日
、
７
月

14
日
・
21
日
、
８
月
４
日
・
25
日
、

９
月
８
日
・
22
日
、
10
月
６
日
・

20
日
、
11
月
10
日
・
24
日

　
（
全
13
回
、
土
曜
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
40
分

◇
場
所　
柳
井
市
文
化
福
祉
会
館

【 

柳
井
圏
域
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座 

】

◇
日
時　
４
月
26
日（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

◇
場
所

　
岩
国
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
、
周
南

地
区
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
な
ど

◇
内
容　
借
金
、
離
婚
、
相
続
、
労

働
問
題
な
ど
の
民
事
ト
ラ
ブ
ル
の

相
談（
１
人
30
分
）

◇
予
約
方
法（
要
予
約
）

　
電
話
で
予
約

　
（
４
月
５
日（
木
）よ
り
受
付
開
始
）

◇
予
約
・
問
合
せ
先

　
法
テ
ラ
ス
山
口

　
☎
０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
４
９
０

【 『
法
テ
ラ
ス
の
日
』

無
料
法
律
相
談
会 

】

　
年
金
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　
５
月
17
日（
木
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

◇
場
所　
町
役
場
保
健
室

◇
持
参
品

・
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の

（
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
な
ど
）

【 

徳
山
年
金
事
務
所
の
年
金
相
談 

】

◇
定
員

　
25
人
程
度

◇
受
講
料　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
３
０
０
０
円（
税
別
）

は
実
費
負
担
と
な
り
ま
す
。

◇
申
込
期
限　
5
月
25
日（
金
）

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
町
民
福
祉
課
福
祉
係

　
☎ 

52
‐
５
８
１
０　

・
相
談
者
本
人
の
確
認
が
で
き
る
も

の（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※
代
理
人
に
よ
る
相
談
の
場
合
は

『
委
任
状
』お
よ
び『
代
理
人
本
人

の
確
認
が
で
き
る
も
の
』
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
予
約
受
付
期
限（
完
全
予
約
制
）

　
５
月
16
日（
水
）

※
役
場
で
予
約
受
付
は
で
き
ま
せ

ん
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
徳
山
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
３
４
‐
31
‐
２
１
５
２

　
次
の
日
程
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実

施
し
ま
す
。
お
気
軽
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
日
時

・
４
月
15
日（
日
）午
前
８
時
30
分

　
麻
里
府
公
民
館
集
合
・
ス
タ
ー
ト

３
．
５
㎞
コ
ー
ス

・
５
月
13
日（
日
）午
前
10
時

　
城
南
小
学
校
集
合
・
ス
タ
ー
ト　

　
石
城
山
ハ
イ
キ
ン
グ　
５
．
３
㎞

コ
ー
ス

※
午
後
１
時
30
分
か
ら
山
頂
で
和
太

鼓
集
団『
空
』を
鑑
賞
し
ま
す（
有

料
）。
昼
食
・
飲
料
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

・
５
月
27
日（
日
）　
午
前
８
時
30
分

　
小
行
司
分
館
集
合
・
ス
タ
ー
ト　

３
．
０
㎞
コ
ー
ス

・
６
月
10
日（
日
）午
前
８
時
30
分

　
小
行
司
分
館
集
合
・
ス
タ
ー
ト　

４
．
０
㎞
コ
ー
ス

◇
問
合
せ
先

　
遊
歩
ク
ラ
ブ（
河
内
）

　
☎
52
‐
２
４
２
４

【 
魅
力
再
発
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

】

　

柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

次
の
と
お
り
骨
髄
バ
ン
ク
登
録
検
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
前
日
ま
で
に
電
話
で
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
日
時

　
５
月
９
日（
水
）

　
午
前
９
時
～
午
前
10
時

◇
場
所

　
柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
柳
井
市
古
開
作
中
東
条
６
５
８

‐
１
）

◇
内
容

　
白
血
病
な
ど
の
有
効
な
治
療
法
で

あ
る
骨
髄
移
植
推
進
の
た
め
の
、

骨
髄
バ
ン
ク
登
録
受
付
の
実
施

◇
問
合
せ
先

　
柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
22
‐
３
６
３
１

【 

骨
髄
バ
ン
ク
登
録
検
査 

】
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募　
集

　

広
島
東
洋
カ
ー
プ
ウ
エ
ス
タ
ン

リ
ー
グ
公
式
戦
の
共
同
応
援
お
よ
び

会
場
周
辺
市
町
の
観
光
の
バ
ス
ツ

ア
ー
を
行
い
ま
す
。

※
１
軍
の
試
合
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

　
６
月
23
日（
土
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分
予
定

◇
集
合
・
解
散
場
所

　
広
島
駅
新
幹
線
口

◇
内
容

①
市
町
観
光

　
岩
国
市
の
錦
帯
橋
周
辺
を
巡
る
観

光
ツ
ア
ー（
ガ
イ
ド
あ
り
）

・
場
所

　
錦
帯
橋
お
よ
び
そ
の
周
辺

・
時
間

　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分
予
定

【 

広
島
東
洋
カ
ー
プ
共
同
応
援 

】

②
カ
ー
プ
共
同
応
援

・
場
所

　
由
宇
練
習
場

・
時
間

　
午
後
０
時
30
分
試
合
開
始

・
対
戦
相
手

　
オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ

◇
募
集
人
数　
80
人

　
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選
）

※
小
学
生
以
下
は
、
大
人
の
同
伴
が

必
要
で
す
。

◇
参
加
費

　
１
人
２
０
０
０
円

※
昼
食
は
各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ

い
。

◇
申
込
方
法

　
往
復
は
が
き（
１
枚
に
５
人
ま
で
）

に
、
参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
を
記
入
し
、

郵
送
ま
た
は
広
島
広
域
都
市
圏

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

city.hiroshim
a.lg.jp/w

w
w
/

kouiki/index.htm
l

）
で
申
し

込
む

◇
応
募
期
限

　
５
月
18
日（
金
）消
印
有
効

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
〒
７
３
０
‐
８
５
８
６

　
広
域
都
市
圏
推
進
課
内
広
島
広
域

都
市
圏
協
議
会（
住
所
不
要
）

　
☎
０
８
２
‐
５
０
４
‐
２
０
１
７

　

子
育
て
の
こ
と
な
ど
気
軽
に
お

し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
？

◇
日
時　
５
月
16
日（
水
）

　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

◇
場
所　

　
柳
井
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

◇
内
容

　
お
し
ゃ
れ
な
ク
リ
ッ
プ
作
り

◇
対
象
者

　
未
就
園
児
の
親
子
／
15
組

◇
参
加
費　
50
円（
材
料
費
）

◇
申
込
方
法

　
電
話
で
申
し
込
む

◇
申
込
締
切
日

　
５
月
９
日（
水
）

【 

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン 

】

　
こ
こ
ろ
や
体
に
障
が
い
を
持
つ
子

ど
も
の
親
同
士
、
悩
み
や
不
安
を
話

し
合
う
サ
ー
ク
ル
で
す
。
申
し
込
み

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
気
軽
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◇
日
時

　
毎
月
第
１
火
曜
日

　
午
前
10
時
～
正
午

◇
場
所　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
西
田
布
施
公
民
館
）

◇
参
加
費

　
お
茶
代
１
０
０
円

◇
問
合
せ
先　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
52
‐
４
９
９
９

【 

障
が
い
児
支
援
サ
ー
ク
ル

笑に
こ
・
笑に
こ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

】

◇
問
合
せ
先

　
や
な
い
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・

セ
ン
タ
ー

　
☎
23
‐
０
６
６
８

　
い
つ
ま
で
も
元
気
に『
生
涯
現
役
』

を
目
指
し
ま
せ
ん
か
？
今
よ
り
少

し
、
運
動
や
食
事
を
意
識
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
何
か
ら
始
め
た
ら
良
い
か

迷
っ
て
い
る
人
は
、
一
緒
に
健
康
生

活
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

※『
た
ぶ
せ
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
』の
対

象
講
座
で
す
。

◇
日
時

　
５
月
25
日（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

◇
場
所

　
高
齢
者
い
き
い
き
館

◇
内
容

　
『
た
ぶ
せ
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
に
参

加
し
よ
う
』
～
健
康
管
理
の
た
め

に
何
を
し
ま
す
か
～

◇
講
師

　
町
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師

◇
参
加
料　
無
料

◇
申
込
期
限　
５
月
24
日（
木
）

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
52
‐
４
９
９
９

【 
健
康
ま
る
ご
と
講
座
（
第
１
回
） 

】
　
健
康
な
生
活
は
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
か
ら
。
料
理
の
基
礎
を
身
に

つ
け
て
、
男
性
同
士『
作
る
楽
し
さ
』

『
食
べ
る
楽
し
さ
』を
味
わ
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？

※
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
開
催
日

の
1
週
間
前
ま
で
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

◇
日
時　
５
月
24
日（
木
）、 

９
月
27

【 

男
性
料
理
教
室 

】

日（
木
）、
１
月
24
日（
木
）、
３
月

８
日（
金
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

◇
場
所　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
西
田
布
施
公
民
館
）

◇
対
象
者　
田
布
施
町
在
住
の
男
性

◇
持
参
物　
材
料
費
５
０
０
円
、
エ

プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

◇
主
催　
田
布
施
町
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
52
‐
４
９
９
９
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広
報
と
い
う
媒
体
は
、
町
の
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
を
町
民
の
み
な
さ

ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
あ
り

ま
す
。
わ
た
し
は
、
①
手
に
取
っ

て
も
ら
う　

②
読
ん
で
も
ら
う　

③
読
み
や
す
か
っ
た
、
読
ん
で
よ

か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
う　

と
い

う
３
つ
の
目
標
を
立
て
、
４
年
間

広
報
を
制
作
し
て
き
ま
し
た
。

　

誌
面
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
特
集

の
掲
載
な
ど
に
挑
戦
す
る
こ
と
で
、

町
民
の
み
な
さ
ん
の
た
め
の
広
報

に
進
化
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

思
う
一
方
で
、
広
報
の
原
稿
を
確

認
し
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
写
真
を
撮
影
し
た
り
、
広
報
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
わ
た
し
自
身
が
こ

う
し
た
業
務
を
通
し
て
『
今
の
田
布

施
町
』
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
し
た
。

　

５
月
号
か
ら
は
広
報
制
作
を
次

の
担
当
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
、
わ

た
し
は
補
佐
の
立
場
と
な
り
ま
す

が
、
広
報
た
ぶ
せ
は
引
き
続
き
、

皆
さ
ん
に
必
要
と
さ
れ
る
情
報
を

お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

広
報
担
当
）

４月・５月
休日・夜間納税（相談）窓口

　滞納が続くと、納期から本税（料）
納付までの経過日数に応じて延滞金が
加算されます。督促手数料や延滞金を
含めて完納とならない場合、滞納処分
を受けることになります。
　やむを得ず納期限までに納付できな
い事情のある人などの納付に関する相
談もお受けします。

■休日昼間納税（相談）窓口（８:30 ～ 17:00）
　４月 29 日（日）　５月 27 日（日）
■平日夜間納税（相談）窓口（～ 20:00）
　４月 27 日（金）　５月 31 日（木）

◇納付場所　町役場１階 税務課窓口
◇対象および内容の問合せ先

町県民税・固定資産税・軽自動車税
………税務課　　　☎ 52-5804

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料・介護保険料

………健康保険課　☎ 52-5809
保育料および児童クラブ保育料

………町民福祉課　☎ 52-5810
町営住宅使用料および駐車場使用料

………建設課　　　☎ 52-5807
下水道受益者負担金

………建設課　　　☎ 52-5817

●印刷所　キッショウ株式会社　　　本紙は環境にやさしい再生紙を使用しています。

… 人口 …
15,485 人

（増減＋ 14人）

… 男 …
7,393 人
… 女 …
8,092 人
… 世帯 …
7,021 世帯

（３月１日現在）

人口と世帯

　３月１日（木）に㈳山口県トラック協会柳井支部から黄色
い傘と自転車のセーフティライトが、３月 15日（木）に田
布施ライオンズクラブから生活科バッグが寄贈されました。
これは、小・中学校への新入学児童・生徒に対して贈られる
もので、新入生のみなさんの学校生活が豊かになるように、
という気持ちが込められています。

　また、３月 19日（月）に田布施農工高等学校生物生産科
草花専攻班から、やまぐちオリジナルユリ『プチソレイユ』
を使った生花のコサージュが贈られました。３月 20日（火）
に行われた町内各小学校の卒業式では、卒業生全員がこのコ
サージュを胸につけ、卒業していきました。

　今回、新入学児童・生徒および小学校の卒業生のためにさ
まざまな寄贈をしてくださった皆さんの温かい気持ちや活動
に対して、田布施町教育委員会として心より感謝します。

新入学児童・生徒および卒業生への寄贈、
ありがとうございました！

問田布施町教育委員会（学校教育課）
　☎ 52-5812



１
（火）

■健康・栄養相談　10:00 ～ 11:30（いきいき） 16
（水）

■ちびっこ広場　10:00 ～ 12:00（西公）

２
（水）

■こんにちは赤ちゃん教室　10:00～11:30（西公）17
（木）

■オレンジカフェ　10:00 ～ 11:30（里公）
■年金相談会　10:00 ～ 16:00（町役場保健室）

３
（木）

18
（金）

４
（金）

19
（土）

５
（土）

20
（日）

６
（日）

21
（月）

７
（月）

■妊婦・育児相談　10:00 ～ 12:00（西公） 22
（火）

■育児サークル　10:00 ～ 12:00（西公）

８
（火）

23
（水）

■１歳児教室　10:00 ～ 11:30（西公）
■こころの相談　13:30 ～ 15:00（いきいき）
■天体教室　20:00 ～ 22:00（中学）

９
（水）

■育児サークル　10:00 ～ 12:00（東公） 24
（木）

■男性の料理教室　9:30 ～ 12:30（西公）
■オレンジカフェ　10:00 ～ 11:30（いきいき）

10
（木）

25
（金）

■まるごと講座　13:30 ～ 15:00（いきいき）

11
（金）

26
（土）

12
（土）

27
（日）

■魅力再発見ウォーキング　8:30 ～（小行司分館）
■詩情公園美化ボランティア　8:00～（地域交流館裏）

13
（日）

■魅力再発見ウォーキング　10:00 ～（城小） 28
（月）

■育児サークル　10:00 ～ 12:00（城公）

14
（月）

29
（火）

15
（火）

■育児サークル　10:00 ～ 12:00（麻公） 30
（水）

31
（木）

省
略
文
字

●中公：中央公民館　  　●西公：西田布施公民館　●東公：東田布施公民館
●麻公：麻郷公民館　  　●城公：城南公民館　　　●里公：麻里府公民館
●いきいき：高齢者いきいき館　 ●麻福：麻郷福祉会館　　●中学：田布施中学校５月のカレンダー

柳 井 川

区分 診療日 診療時間

休日
昼間

日曜日・祝日
盆（８月15日）
年末年始（12月30日～１月３日）
※夜間診療はありません。

9:00 ～ 12:00
（受付 11:30まで）
13:00 ～ 17:00

（受付 16:30まで）
平日
夜間

月～金曜日
※土曜日の診療はありません。

19:00 ～ 22:00
（受付 21:30まで）

休日夜間応急診療所
（柳井市中央1-5-3）

◇連絡先（診療時間内）
☎22-9001

【介】 介護よろず相談
日時 第２木曜日
　　 10:00 ～ 11:00
場所 高齢者いきいき館
問 地域包括支援センター
 　☎53-1292

【困】 困りごと相談
日時 ５月28日（月）
　　 10:00 ～ 15:00
場所 中公１階和室
問 町民福祉課
　 ☎52-5811

【心】 心配ごと相談
日時 毎週月曜日
　　 10:00 ～ 12:00

（祝日・困りごと相談日除く）
場所 町社会福祉協議会
問 ☎53-1103

【介】

【心】

【心】

【困】
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☎ 0820-52-5803
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HP　　 http://www.town.tabuse.lg.jp
E-mail  kikaku@town.tabuse.yamaguchi.jp
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